
災
害
廃
棄
物（
が
れ
き
）の

受
け
入
れ
を
開
始
し
ま
し
た

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
地
の
災
害

廃
棄
物
（
が
れ
き
）
処
理
が
復
興
の
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
仙

市
と
美
郷
町
が
構
成
団
体
と
な
っ
て
い
る

大
仙
美
郷
環
境
事
業
組
合
で
は
、
こ
の
処

理
受
け
入
れ
に
つ
い
て
処
理
施
設
が
所
在

す
る
大
仙
市
先
導
の
も
と
検
討
を
重
ね
て

き
ま
し
た
が
、
平
成
24
年
１
月
30
日
に
開

催
さ
れ
た
組
合
議
会
全
員
協
議
会
に
お
い

て
、
被
災
地
支
援
の
た
め
受
け
入
れ
る
こ

と
を
大
仙
美
郷
環
境
事
業
組
合
管
理
者
が

表
明
し
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
２
月
７
日
に
は
、
秋
田
県
と

岩
手
県
に
お
い
て
「
災
害
廃
棄
物
の
処
理

に
関
す
る
基
本
協
定
書
」
が
締
結
さ
れ
、

更
に
３
月
８
日
に
「
災
害
廃
棄
物
の
処
理

に
関
す
る
覚
書
」
を
締
結
、
平
成
24
年
３

月
23
日
に
は
秋
田
県
と
大
仙
美
郷
環
境
事

業
組
合
が
災
害
廃
棄
物
（
が
れ
き
）
処
理

に
関
す
る
業
務
委
託
契
約
を
締
結
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
平
成
24
年
３
月
26
日

か
ら
３
月
29
日
ま
で
の
間
、
安
全
性
を
確

認
す
る
た
め
大
仙
市
花
館
の
大
仙
美
郷
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
焼
却
施
設
に
お
い
て

試
験
焼
却
と
、
大
仙
市
南
外
の
一
般
廃
棄

物
最
終
処
分
場
へ
の
埋
立
処
理
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
事
前
調
査
や
試
験
焼
却
、

事
後
調
査
に
お
い
て
の
空
間
放
射
線
量
や

放
射
性
物
質
濃
度
等
は
い
ず
れ
も
基
準
を

下
回
り
、
秋
田
県
に
お
い
て
観
測
さ
れ
て
い

る
通
常
レ
ベ
ル
と
同
程
度
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
処
理
施
設
周
辺
の
住
民
の
理
解

が
得
ら
れ
た
こ
と
や
試
験
焼
却
の
結
果
に

つ
い
て
、
平
成
24
年
４
月
20
日
に
開
催
さ

れ
た
組
合
議
会
全
員
協
議
会
で
説
明
が
あ

り
、
災
害
廃
棄
物
（
が
れ
き
）
の
本
格
受

け
入
れ
を
平
成
24
年
４
月
23
日
か
ら
開
始
す

る
旨
を
大
仙
美
郷
環
境
事
業
組
合
管
理
者

が
表
明
し
ま
し
た
。

　

処
理
さ
れ
る
災
害
廃
棄
物
（
が
れ
き
）

の
量
は
、
１
日
10
ト
ン
。
２
年
間
で
最
大

５
，
２
０
０
ト
ン
を
処
理
す
る
計
画
で
す
。

本
格
受
け
入
れ
開
始
前
に
安
全
性
を

確
認
す
る
た
め
実
施
し
た
調
査
結
果

は
、
11
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

受
け
入
れ
の
経
緯

　

３
月
13
日
、
災
害
廃
棄
物
の
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
濃
度
や
宮
古
市
藤
原
ふ
頭
内
の
選

別
・
破
砕
エ
リ
ア
の
空
間
放
射
線
量
率
、

エ
リ
ア
境
界
の
ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度
な
ど
を

測
定
。
い
ず
れ
も
「
秋
田
県
に
お
け
る
災

害
廃
棄
物
の
処
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
に
定
め
る
目
安
値
を
大
幅
に
下
回
り

ま
し
た
。

　

３
月
26
日
か
ら
28
日
ま
で
、
一
般
公
開

の
中
、
試
験
焼
却
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
１

９
．
７
５
ト
ン
の
が
れ
き
が
一
般
ご
み
１

３
４
ト
ン
と
混
合
さ
れ
、
48
時
間
か
け
て

焼
却
さ
れ
ま
し
た
。
焼
却
後
に
は
焼
却
灰

中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
を
測
定
。
が

れ
き
混
入
前
と
ほ
ぼ
同
じ
数
値
と
な
り
、

安
全
性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
５
日
に
は
、
焼
却
施
設
と
最
終
処

分
場
内
、
両
施
設
境
界
の
空
間
放
射
線
量

率
や
周
辺
地
下
水
の
放
射
性
物
質
濃
度
な

ど
を
測
定
。
試
験
焼
却
前
と
ほ
ぼ
同
じ
数

値
と
な
り
ま
し
た
。

１
事
前
調
査

３
事
後
調
査

２
試
験
焼
却
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宮古市での事前調査結果

③ 選別・破砕処理エリアの敷地境界のアスベスト濃度 （単位：本/ℓ）

② 選別・破砕処理後の災害廃棄物のＰＣＢ濃度 （単位：mg/ℓ）

① 災害廃棄物の放射性セシウム濃度 （単位：Bq/kg）

※カッコ内は検出下限値（その分析方法で検出できる最低濃度）

10を超えないこと
秋田県ガイドライン目安値

0.113
総繊維数濃度

0.003以下
秋田県ガイドライン目安値

不検出（0.0005）
ＰＣＢ濃度

100を超えないこと
秋田県ガイドライン目安値

3.2（2.8）
セシウム137

6.0
合計値

2.8（2.3）
セシウム134

1

② 敷地境界の空間放射線量率 （単位：μSv/h）

秋田県の通常レベル敷地境界 バックグラウンド
事前調査（3/15）

0.03～0.09試験焼却（3/27）
0.04～0.05
0.05
0.04～0.05

0.03～0.04
0.04
0.04事後調査（4/5）

① 敷地境界の空間放射線量率 （単位：μSv/h）

秋田県の通常レベル敷地境界 バックグラウンド
事前調査（3/15）
事後調査（4/5）

0.02
0.01～0.03

0.02～0.03
0.02～0.03

大仙美郷クリーンセンター（大仙市花館）及び周辺土壌等での調査結果

① 焼却灰の放射性セシウム濃度 （単位：Bq/kg）

事前調査（3/15）
試験焼却（3/27）

不検出（7.0）
不検出（8.8）

セシウム134
不検出（8.1）
不検出（7.2）

セシウム137
不検出
不検出

35
37

合計値

8,000を超えないこと

秋田県ガイドライン目安値
主灰

（燃え殻）

事前調査（3/15）
試験焼却（3/28）

10（10）
14（9.9）

25（9.0）
23（7.6）

飛灰固化物
（ばいじん）

③ 周辺地下水の放射性セシウム濃度　　 （単位：Bq/ℓ）

事前調査（3/15） 不検出
（0.56～0.67）

セシウム134
不検出

（0.54～0.56）

セシウム137

不検出

不検出

合計値 飲料水の基準

事後調査（4/5） 不検出
（0.62～0.63）

不検出
（0.51～0.53）

② 周辺地下水及び防災調整池放流水の放射性セシウム濃度 （単位：Bq/ℓ）

事前調査
（3/15、16）

不検出
（0.35～0.43）

セシウム134
不検出

（0.43～0.47）

セシウム137

不検出

不検出

合計値 秋田県ガイドライン目安値

事後調査
（4/5）

不検出
（0.47～0.56）

不検出
（0.48～0.51）

2

最終処分場（大仙市南外）及び周辺土壌等での調査結果3

※カッコ内は検出下限値

※カッコ内は検出下限値　　※ＰＣＢ：ポリ塩化ビフェニル化合物

※バックグラウンド：測定対象の影響を受けない十分に離れた地点

※カッコ内は検出下限値

※カッコ内は検出下限値

10を超えないこと

0.03～0.09

（セシウム134÷60）＋（セシウム137÷90）の
値が１以下
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